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１ はじめに



4１ はじめに

佐賀県教育委員会では、児童生徒の学習状況を把握・分析し、

児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる

ことを目的に、佐賀県小・中学校学習状況調査を行っています。

また、全国学力・学習状況調査の結果と一体的に分析する

ことで、各学校における学力向上に向けた検証改善サイクル

の確立につなげています。
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令和７年度
学校における
学力向上の
検証改善サイクル

【令和７年４月１７日】

全国学力・学習状況調査

小６・中３

佐賀県小・中学校学習状況調査

小５・中２

（評価シート）

１ はじめに

検証改善サイクルを
確立・機能させるこ
とにより、児童生徒
の学力向上を図りま
しょう。

・改善に向けた取組
〇 「評価シート」の効果的な活用に
よる改善に向けた取組の徹底



２ 調査結果の概要



7２ 調査結果の概要

年度 県平均正答率 目標値

R７ 47.3 ％ 51.5 ％

R６ 46.5 ％ 51.7 ％

中２英語

《教科全体》

佐賀県小・中学校学習状況調査（県調査）

※目標値･･･学習指導要領に示された内容について、標準的な時間をかけて
学んだ場合、正答できることを期待した児童生徒の割合

Ｒ７の県平均正答率は、目標値を4．2ポイント下回った。
しかし、Ｒ６と比べると、目標値との差が小さくなった。

－4.2

－5.2

目標値との差
（県平均正答率－目標値）



8２ 調査結果の概要

《観点別》

佐賀県小・中学校学習状況調査（県調査）

知識・技能

年度 県平均正答率 目標値

R７ 50.4 ％ 55.6 ％

R６ 53.7 ％ 57.2 ％

－5.2

－3.5

目標値との差
（県平均正答率－目標値）

Ｒ７の県平均正答率は、目標値を5．2ポイント下回った。
また、Ｒ６と比べると、目標値との差が大きくなった。

中２英語



9２ 調査結果の概要

《観点別》

佐賀県小・中学校学習状況調査（県調査）

思考・判断・表現

年度 県平均正答率 目標値

R７ 44.0 ％ 47.0 ％

R６ 37.8 ％ 45.0 ％

－3.0

－7.2

目標値との差
（県平均正答率－目標値）

Ｒ７の県平均正答率は、目標値を3．0ポイント下回った。
しかし、Ｒ６と比べると、目標値との差が小さくなった。

中２英語



10２ 調査結果の概要

《領域別》

佐賀県小・中学校学習状況調査（県調査）

R７の県平均正答率は、全ての領域で目標値を下回った。
しかし、Ｒ６と比べると、「書くこと」の領域で改善が見られた。

領域 年度 県平均正答率 目標値

聞くこと
Ｒ７ 56.9 % 60.6 %

Ｒ６ 59.6 % 62.2 %

読むこと
Ｒ７ 45.7 % 50.8 %

Ｒ６ 52.0 % 56.8 %

書くこと
Ｒ７ 40.7 % 44.0 %

Ｒ６ 26.8 % 35.0 %

目標値との差
（県平均正答率－目標値）

－3.7

－2.6

－5.1

－4.8

－3.3

－8.2

中２英語



11２ 調査結果の概要

第２学年では、令和６年度の調査結果と比べると、以下の点に

おいて、改善が見られた。

○教科全体の県平均正答率

○観点別の県平均正答率 「思考・判断・表現」

○領域別の県平均正答率 「書くこと」



３ 成果が見られた設問



13３ 成果が見られた設問

◇絵を適切に表している英文を聞き、その内容を理解している。
（禁止の命令文）

◇日常的な話題について聞き、概要を捉えている。

◇文の語順を理解し、正確に書いている。
（疑問詞where）

◇春休みにしたことについて、まとまった内容で紹介する英文を、相手に伝わ
るように書いている。



４ 課題が見られた設問
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◆英文を聞き、その要点を捉えて自分の考えを書いている。

◆対話文を読み、文構造や文法事項を理解している。
（be動詞の過去形、一般動詞過去の疑問文）

◆与えられた情報に基づいて、３人称単数現在時制の文を正確に書いている。
（be動詞の肯定文、一般動詞の肯定文、canを使った肯定文）

４ 課題が見られた設問



５ 指導改善のポイント
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英文を聞き、その要点を捉えて自分の考えを書くことができるよ
うにするためには、次のような指導改善を行うことが大切です。

□場面などの設定を工夫し、話し手がどのような人で、何を求めて
いるのか、この場面においてどのような応答がふさわしいのか考
えさせ、その内容を踏まえて自分の考えや意見を表現させる活動
を設定する。

□日頃から生徒と英語でのやり取りをする中で、実際に聞いて応じ
る活動を積み重ね、体験的に身に付けさせていく。

５ 指導改善のポイント
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文脈に応じて、文構造や文法事項などの知識を正しく活用する
ことができるようにするためには、次のような指導改善を行うこ
とが大切です。

□言語材料を場面や状況の中で導入し、文構造や文法事項などを言語
活動を通して理解できるようにする。また、言語材料に音声で十分
に慣れ親しんだあとに、文法事項等の指導を行う。

□表現した英文が相手に正しく伝わるかどうかについて、生徒自
身で読み直して誤りを修正したり、ペアでチェックし合ったり
して正確な英文に書き直す活動を設定する。

□既習の文法事項と新しく学んだ文法事項とを比較し、共通点や
相違点を考える活動を設定する。

５ 指導改善のポイント
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与えられた情報に基づいて、３人称単数現在時制の文を正確に書
くことができるようにするためには、次のような指導改善を行うこ
とが大切です。

□憧れの人物や友達紹介など、３人称を扱った言語材料を聞いたり、
読んだり、話したり、書いたりして様々な場面で繰り返し使用す
る活動を設定する。

□書いた英文が相手に正しく伝わるかどうかについて、生徒自身で
読み直して誤りを修正したり、ペアでチェックし合ったりして正
確な英文に書き直す活動を設定する。

５ 指導改善のポイント



６ おわりに



21６ おわりに

まずは、以下の点において指導改善を図りましょう。

◆英文を聞き、その要点を捉えて自分の考えを書くこと

ができるようにする。

◆文脈に応じて、文構造や文法事項などの知識を正しく

活用して表現することができるようにする。
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授業に役立つ実践研究

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善に役立つコンテンツ、指導と評価の一体化を図るためのコンテンツなど、
今すぐ使えるコンテンツが満載です。

佐賀県教育センターWebサイト６ おわりに
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「さがんば」（佐賀県学習問題）

これまでの佐賀県小・中学校学習状況調査

問題を基に作成されたＣＢＴ問題です。

学習ｅポータルにサインインして、МＥＸ

ＣＢＴ（メクビット）を使い、オンライン

上で学習することができます。

佐賀県教育センターWebサイト６ おわりに


